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株式会社LegalForce



リーガルテックの会社です

法律 テクノロジー



となりに法律事務所があります
•創業者２⼈がLegalForceと同時に⽴ち上げた法律事務所
•弁護⼠軍団（実際のユーザー）がすぐそばに！



⾃然⾔語処理の会社です



契約書を扱っています



契約におけるフェーズとサービス

契約書作成 契約書管理契約締結

契約書管理サービス契約書レビュー支援サービス



契約書レビュー⽀援システム
「LegalForce」



契約書を印刷をしてレビュー









契約書レビュー⽀援システムLegalForce
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（2021年1⽉現在）





契約書品質とレビュー時間の関係

契約書品質

レビュー時間



契約書品質とレビュー時間の関係

契約書品質

レビュー時間

短いレビュー時間で
⾼い品質



LegalForceの機能（⼀部）



契約書レビュー



契約書条⽂検索



差分⽐較



条⽂マッチング
（別名：条⽂アラインメント）



クラウド契約書管理システム
「Marshall」



コロナ禍の状況



コロナ禍の状況

テレワークの普及



契約書を確認するために
出社しなければいけない

契約の内容はどうなっていたか？
契約はいつ終了するのか？
契約の⾃動更新はあるのか？
契約更新はいつまでにする必要があるのか？



契約書を探すのが⼤変



1⽉13⽇正式版リリース！！



締結済み契約書の
管理フロー全体を最適化

紙の契約書を
文書データ化（OCR・自動補正）

契約書内の
案件情報の自動抽出

契約書の全文検索による
条項検索の効率化



Marshallの機能（⼀部）



契約書のアップロード〜⽂字認識

※電⼦契約サービスからの取り込みも可能



情報抽出

株式会社LegalForce（以下「委託者」という。）
と株式会社◯◯（以下「受託者」という）は、
2020年10⽉1⽇付で、委託者の業務の全部⼜は
⼀部の委託に関して、以下のとおり業務委託契
約（以下「本契約」という。）を締結する。

⁝

抽出項⽬ 抽出結果
当事者名（⾃社） 株式会社LegalForce

当事者名（取引先） 株式会社◯◯
契約締結⽇ 2020年1⽉1⽇
契約開始⽇ 2020年1⽉1⽇
契約終了⽇ 2020年3⽉31⽇
⾃動更新の有無 あり
契約期間 3ヶ⽉
契約の拒絶期限⽇ 2020年2⽉28⽇

契約書テキスト

固有表現抽出

抽出結果



契約書⼀覧画⾯



契約書の検索 更新期限の管理も可能！！



契約書の全⽂検索





LegalForceの開発体制



三位⼀体の組織構造
法務開発
Practice Development

製品開発
Design & Development

研究開発
Research & Development

エンジニアではなく、
弁護⼠や作業者がいる

製品のガワを
作っている

製品に⽤いられる
要素技術の開発



製品開発と研究開発の関係
•研究開発がAPI（⾔語処理、AIロジック等）を開発し、
製品開発側が呼び出す形式

製品開発 研究開発

ユーザー

マイクロ
サービス

ブラウザ Webアプリ



LegalForce
R&D Zoo

AIや契約書⾔語処理などに代表される
LegalForceの研究開発技術を、
動物と紐付けて紹介



検索 テキスト構造化テキスト分類レビュー データ変換

条⽂検索 ⽂書構造解析⽂書分類検査

PDF変換

Word変換

条ラベリング ⽂分割

類似⽂書推薦

差分⽐較

OCR⾔語認識

⽂書検索

情報抽出

権利義務抽出

LegalForce R&D Zoo（1/2）

条推薦

情報抽出

表抽出

⽐較

改⾏位置予測
クエリ⾃動補完



LegalForce R&D Zoo（2/2）
データ基盤

契約書アノテーション基盤

評価基盤データ基盤

データパイプライン

アプリケーション基盤

MLOps基盤

機械学習基盤

アプリケーション基盤

検索基盤

アノテーション基盤

可視化

編集⽀援

校閲

⾔語モデル

ファイルクローラー

クローラー

汎⽤アノテーション基盤

検索基盤オントロジー

オントロジー





技術顧問



AIの先端研究と企業法務の実務を結び付け、
法務をデータサイエンスの時代へ

京都⼤学との共同研究による
⾼度な⾃然⾔語処理技術の開発

弁護⼠による企業法務実務への
深い洞察の活⽤

万単位の契約書の
データマイニングに基づく
知⾒の統合

LegalForceの研究開発・製品開発の中核要素

• リスク低減／クオリティの担保: 
各担当者によるレビュー結果を正規
化し、法務部として「社」のリーガ
ルポリシーの策定とそのエンフォー
スメントを担保

• 業務補助: 契約レビュー業務を効率化

• データ利活⽤:⽇々の業務のアウト
プットを活⽤可能な形で残し、組織
のアセットとして蓄積

研究開発の注⼒領域



契約書⾔語処理の特徴

•論⽂が殆ど無い
•データが公開されていない
•契約書特有の⽤語が出てくる
•契約書特有の構造がある
•契約書の知識がある⼈がラベ
ル付しなければいけない
•正解が⼈によって違う

•契約書の種類ごとにある程
度記述パターンが有る
•甲、⼄などの主語は省略さ
れない（⽇本語特有のゼロ
照応が少ない）

やりやすい 難しい



ありがとう
ございました


